高校「情報C」学習指導案
平成　　年XX月xx日(y)　四時限

教室　パソコン室

授業者　　　　　
1. 単元名　第三章　情報の収集・発信と個人の責任
2. 単元の目標

インターネットは世界という広い範囲で情報を交換している。そのためインターネットへの情報の発信は大きな影響を与えることになる。インターネットへの情報の発信は発信者が一人であっても自由な内容で比較的に低コストで行うことができ、瞬時に世界中からアクセスが可能になる。したがって発信する情報のチェックは発信者だけしかできないことになり、発信者個人の責任が問われることになる。そのため発信者は情報発信の危険性よく理解したうえで、「公的なネットワークへの発信である」ということに注意して情報の作成発信を行うことが必要となる。

3. 指導計画

第三章　情報の収集・発信と個人の責任
・・・・・・・・・・・・・・・・13時間

第一節　情報の収集・発信と個人の責任・・・・・・・・・・・・・・5時間
1. 情報の信憑性と情報の公開

2. 知的所有権の保護

3. 個人の責任　　　　　　　　　　　　＜本時＞
第二節　情報通信ネットワークを活用した情報の収集・発信・・・・・8時間

1. 問題解決のためのコンピュータネットワークの活用

2. 情報の収集

3. 情報の分析と整理

4. プレゼンテーションによる発表

5. Webページを津方情報発信

6. 評価と修正

4. 本時の目標
· チェーンメールとは何かを学習し、その特性、影響の大きさを学習する。

· グループワークを通してチェーンメールが送られてきたときの適切な対処法を学習する。

5. 評価の方法
· 授業への参加具合（発問に積極的に答えられているかなど）

· 授業の理解度（授業の内容について理解をできているか）

	段階
	時間
	学習内容
	教師の動き・指導
	生徒の動き
	留意点・評価

	導入
	5分
	· チェーンメールとは何か。
· チェーンメールの種類。

	· チェーンメールを知っているか、または届いたことがあるかの問いかけ。
· チェーンメールのイメージを聞き、それをパワーポイントに入力していく。
· その際に、転送させる目的があがるようにする。
	· 届いたことのある生徒はその内容などを発表。
· 予想：転送目的

· 悪いイメージ

· サーバー負荷

· 不幸の手紙
	

	展開１
	10分
	· 導入であがった「転送してしまう」の理由を4つの例を用いて表にまとめる。
· デマメールの項でチェーンメールの真偽、または改変が容易であることを認識させる（部分的に改変したらまったく違った内容になるなど）
· 恐怖メールの項でモラルハザードを教える。
	· 実際にチェーンメールを紹介。
· 転送する理由を発問。

	· 怖いから人数分を送ってしまった、騙された等。
	

	展開２
	15分
	· 実際にチェーンメールがどれくらいの速度で広がっていくかの実験。

· 実験を踏まえて、その速度で実際に広がって言った場合のメリットデメリットを考察する。（トラフィック、人権侵害や犯罪行為の助長するメールだった場合など。）人権を侵害するメールだった場合に、広まってしまった情報を止めることができなくなってしまうことを知る。

· 
	· パソコン等を使っての実験。あらかじめパソコンにメールアドレスを対応させておく。最初は教師が数人にメールを送信し、送られてきたメールそれぞれ０－５人に転送することができるというルールを用いて、広がりの速さを体験してもらう。
· これがもし自分の個人情報などを面白おかしく書かれたチェーンメールだったらなどの人権侵害メールの場合を生徒に投げかける。

· 
	· 広がる速度はどうであったかを発表する。

· どういったメールが広がりやすいか、などを考えて発表させる。
	· 社会への影響度を理解できているか。


	展開3
	15

分
	· 献血の善意メールをプリントし、それに対する対応を考えるグループワーク。

· プリント（チェーンメール内容とHP）のプリントを配布。
	· 献血してほしい人の直接の知り合い、または友達の友達の友達として送られてきた場合の対処方法を周りの人と話しまとめさせる。

· 机間巡視をして生徒に意見を促す。


	· 内容が書き換えられていた場合、献血募集が終了していたらなど、場合別に考えて発表。
	· 

	まとめ
	5分
	· チェーンメールは善なのか悪なのかを考えさせる。

· よい方向に使われたという事例の紹介


	· 生徒に善か悪かを発問。

· 善ならどういう用途で良いのかを聞く。


	· 善か悪かについて考えそれをグループで発表させる。
	· グループ作業ができているか。

· 転送されてきた場合に対処できるか。




